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ソリューション概要 「データの価値を最大限に引き出す」

設備データ

作業日報

基幹系システム

設備データ
生産データ
購買データ
品質データ

など

ファイル系

データ蓄積すると同時に、
加工することで付加価値を与える

データベース ダッシュボード

Dr.Sum以外の
データベースとも
接続可能です

データ元

複数のデータを組み合わせて可視化。
判断材料を提供し行動を促す
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実現できること（例）

製造工程で刻々と発生する、設備の稼働データ、不良
情報、品質データなどからリアルタイムに異常を検知
しアクションを促す

DXなカイゼン

経営と現場をつなぐ

儲かる工場
基幹系システムに蓄積された、在庫データを活用した
在庫適正化、仕入・販売データを活用した限界利益分
析により収益性を高める

不良率を不良金額に、設備停止時間を失われた労務費
に変換することで、経営と現場で共通認識を持つ
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ユースケースとアウトプット（１）

✓ 設備状態は各種ステータス（稼働中・非稼働・点検中・修理中・停止中・故障中）で表現
✓ 各々の設備の停止故障部位や保守作業の進捗率も表示可能
✓ 停止となった設備の稼働実績や、メンテナンス記録を照会
✓ ワークの品質に問題がないか確認

設備の稼働状況をリアルタイムに把握。異常時に関連情報をすばやく表示ユースケース１

稼働状況

稼働実績・メンテナンス記録

品質検査
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ユースケースとアウトプット（２）

✓ 仕入実績、生産日報のデータから、受注毎の変動費と固定費を算出
✓ 標準原価データ、売上データを組み合わせることで、“儲かっていない” 製品、取引先を特定
✓ 原価要素から、儲かっていない原因を把握し、改善のアクションを促す

仕入・生産実績・売上データから収益性を算出し、儲かる工場へユースケース２

原価予算 実績
製品別、取引先別収益
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コンポーネントチャート
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サービス／サポート方法

• Dr.Sum MotionBoard共に、オンプレミス版とクラウド版を提供
• 無償で試使用が可能
• マニュアル、製品サポートへの問い合わせのほか、オンラインで様々なコンテンツを提供


